
1963 年 5月 1 日、埼玉県狭山市で起きた「狭山事件」。
獄中 32年、仮出獄から 20年以上（映画制作時）の今も、殺人犯のレッテル
を背負いながら無実を訴え続ける石川一雄さん。冤罪を強いられた人生を受
け止めて、「不運だったけど、不幸ではない」と真っ直ぐに歩む。
そんな石川一雄さん、早智子さん夫妻に出会い、映画は生まれた。
幸せとはなんだろう。愛とは？ 友情とは？ 正義とは？ 
ふたりの日常が問いかけてくる。
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2014 年 3月 27 日。「袴田事件再審決定！」は、トップニュースで伝えられた。
「重要な証拠が捜査機関によってねつ造された疑いがある」。
「これ以上拘置を続けることは耐え難いほど正義に反する」。
48年の拘禁生活から解き放たれた袴田巖さんだが、肉体は解放されても、
長い拘禁によって精神は縛られ、感情は固く閉ざされたままのようだった。
映画は、袴田巖さんと姉・ひで子さんの暮らしに寄り添い、巖さんの「妄想の世界」
を日常という「現実の世界」がゆっくりと包んでいくようすを映し出す。
布団で寝る、買い物に行く、好物のあんぱんを食べる、テレビを見る、うたた寝をする…。
生きることの尊さを静かに語りかけていく。
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105 分 / 製作：2013 年（日本）　
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© 映画「SAYAMA」製作委員会

119 分 / 製作：2016 年（日本）　

第４回 日隅一雄・情報流通促進賞大賞
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第 69 回毎日映画コンクールドキュメンタリー映画賞

第 89 回キネマ旬報文化映画ベストテン第 3 位 監督：金聖雄

監督：金聖雄


